
縁側 畳屋兄ちゃんの 世間話 

      はじめての経験 

４月１６日「土」人生で初の入院を経験しました。 

３月の末ぐらいから、２７年に患った潰瘍性大腸炎 

が再び悪化し始めて、背中に激痛がはしり首が痛すぎて 

寝返りもうてない状態となり、立ち上がって歩くのも 

やっとの状態で、なんとか気力だけで踏ん張っていましたが 

１５日、辛抱たまらず病院に。整形外科では異常なし、 

大腸炎が悪さをして、首背中に激痛が来ていたようです。 

       病院側からは「少なくとも４週間の入院！」「個人事業で 

４週間以上なんて入院してられるか！２週間で退院する！！」

と私。結局３週間の入院で退院となりました。  体重８キロ減

      豊中に２号店を出したばかりなのに、社員の中西や同業の 

      畳関係者や事業の仲間にも助けていただきまして、波乱は乗 

切ることができました。病気になって改めて分かる仲間の大切さ。 

    心にしみております。ありがとうございます。  現在順調に回復(^^)

 

国民健康保険、ものすごい高いですね。月５万円ってびっくりです。 

吹田市には減免制度が適応されるケースもあり、とても市民に優しいなぁと 

思っていたのですが、近ごろ大阪府全体の保険料統一、窓口も小さく減免対応

も受付けない、といった動きが出てきていると小耳に挟んでいます。 

吹田市民と吹田市役所が築いてきた「信頼関係」は残してほしいものです。 

これからは貧困格差が広がりをみせるだろうから、なおさらです。 

近くに大きな救急病院が無い地域でも金額を統一なんて、おかしいですよね。 

畳屋道場 元トラック運転手の 独立開業談話 

 地域事業者の集まりで誕生したチーム山田。 

その運営をするうえで、経済団体に加入していた経験が生きた。 

団体の青年部長になった経験が、会議の運営に役立っていたと思う。 

私は異業種の交流会などもたくさん参加していたし、 

記念すべき「第一回吹田市起業家交流会」にも、実行委員 

として、参加者を迎える側の立場で経験を積むことができた。  

社会的地位の高い方や経済団体のトップが居並ぶ中、 

小さな畳店の経営者が、交流会のテーブル長を務め 

させられるなど、地獄のような緊張が私を成長させて 

くれた。そんな経験の積み重ねも、振り返ると有り難さを感じることが 

できる。元々は、人前で話をすることが一番の苦手だった私なのに（笑） 

 チーム山田はボランティア団体ではない、加盟した個人事業主が 

協力しあって、各店舗のためになる事業を生み出す、その舞台は山田周辺 

であり、対象はその住民である。  自分たちの為が 地域の為 人のために 

一番最初にやると決めたことは、「マップの作成」でした。 

それぞれの店主が、自分にできることを自主的にみつけて、最初の共同 

作業は会議を重ねながら、着々と完成に向かっていくのであった。 つづく 

 

         畳屋兄ちゃんからお知らせ 

国産イ草の生産量は熊本県がNO.１。約９５％のシェアを誇っています。 

熊本県産畳おもてを使っている私たちは、畳で熊本県の復興を応援します。 

無理せず自分に出来ることで応援するのが一番！！ 

畳で復興応援するモン！！ 



       来るものは拒まずの精神で 

       ５月２２日 和泉市でミニ畳作りの 

       ワークショップを出店。２５名の 

       方に楽しんでいただきました。 

       ほほえみフェスタ主催者の方から 

       ゴトーたたみ製作所のホームページ 

       を見て、出店をお願いされました。 

      「子供も大人も障がい者の方々も、一日中楽しめるイベント 

      を開催したい！」という主催者の想いに感銘を受け、迷わず 

      出店を希望、会場は来場者の喜びの声であふれていました。 

      他の出店者ともつながりが出来て、とても有意義な一日に 

      なりました。遠かったけどたくさんの縁にありがとう。 

 

６月１５日 吹田メイシアターにて 第１８回吹田市起業家交流会 

が開催されました。参加登録数は５０名、日本で初めてメンズ 

美容を全国に広める活動をし社団法人を立ち上げた、山川アンク氏 

の講演を聞かせてもらいました。男性美容の確立には様々な問題が 

山積しており、方針を作ってトライ＆エラーの繰り返し。男性 

にも美容が必要である「粋」をキーワードに武士の精神を 

なぞらわせて、イメージ戦略にも力を注いだ。一番の懸念は携帯電話 

で、その利用料金がお小遣いの大半を占めているため、優先順位を 

如何に上げるかが最大の課題であると、納得のコメントを頂きました。 

講演を通じて個人事業者の共通の課題を勉強することが出来ました。 

 

            毎月１日は、山田店の氏神様「伊射奈岐神社」 

            豊中の千里中央店は「八坂神社」に参拝して 

            います。先月１ヶ月間の感謝と、今月の抱負を 

            伝えて、初心に返り感謝する日を設けています。 

 

畳業界の本音  その四 季節 

 畳を替える季節っていつが一番いいの？梅雨時期に替えるのはおかしい？ 

お部屋にある畳は１年３６５日、春夏秋冬 同じ場所にありますよね。 

ですから基本的に「この季節が一番！」は特にありません。 

熊本の農家で、イ草は６月の末から７月の２０日頃に刈り取られて 

商品になるのは９月ごろ、１０月ぐらいに新草として私たち畳店に 

畳表として入荷されます。 新草だから良いのか！？業界的には 

新草も古物「ひねもの」も一長一短で品質にあまり変わりはありません。 

なぜなら、両方とも同じようにゆっくり日にやけていくのですから。 

古い畳屋はイ草に染土が馴染みきっていないと言い、古物を好みます。 

今は農家も効率的な設備を導入しているので、私はたいして差はないと 

思っています。田んぼ一反で稲作よりも約４倍の収入が得られて、その昔 

「青いダイヤ」と呼ばれていたイ草ですが、その過酷さゆえに跡継ぎが

いなくなりつつあります。 「日本」  畳を替えて、 をあなたのお部屋に。

     ゴトーたたみ製作所のページが有ります。 いいね！をよろしく！ 

     ゴトーたたみ製作所千里中央店のページも合わせてよろしく！！ 

ゴトーたたみ製作所 経営理念 

私達は、人 環境に優しい畳を住まいに取り入れる事によって、健康な未来を

約束します。 

 

私達は、畳という伝統に創造を加える事により、和の使者となって、最も身近にあ

る幸福と安らぎの空間を提供し、和職派の推進に努めます。 

 

私達は、陽だまりのように温かい経営を通じて、元気で明るい社会と未来を、 

地域の方々と共に育みます。 

ゴトーたたみ製作所  後藤 孝雄 


